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【研究要旨】 
【目的】本研究の目的は、薬物使用者が多いレクリエーショナル・セッティングの一つとして野

外フェスティバルの来場者を対象とした調査を通じて、大麻使用者の特徴を明らかにすることで

ある。具体的には、１）大麻使用とアルコール摂取との関係性を明らかにすること、２）海外に

おける大麻の合法化（非犯罪化）が、レクリエーショナル・セッティングの対象者に与える影響

を調べることを目的とした。 
【方法】対象は、関東地方で開催された音楽関連の野外イベント（野外フェスティバル）に参加

した 16 歳以上の来場者であった。計 2 回のイベントで、携帯端末やタブレットを活用したオン

ライン調査を実施し、計 437 名より有効回答を得た。大麻の使用経験に基づき、大麻使用経験の

無い Non-users（n=382）、大麻使用経験はあるが、1 年以内の使用がない Ex-users（n=44）、過去 1
年以内に大麻を使用した Current-users （n=11）の 3 群に分類した。 
【結果】 
3. 飲酒に関する結果は、過去 1 年間の飲酒率は Non-users（81.4%）、Ex-users（61.4%）、Current-

users（100%）であった（p=0.003）。過去 30 日間の飲酒率は、Non-users（68.6%）、Ex-users
（54.5%）、Current-users（81.8%）であった（p=0.102）。過去 30 日間のビンジ飲酒率は、Non-
users（42.7%）、Ex-users（38.6%）、Current-users（72.7%）であった（p=0.113）。 

4. 北米における大麻合法化に対する考えは、Non-users は、「医療目的は賛成だが、嗜好目的は

反対」が 52.4%と も多かった。Ex-users および Current-users は「どのような目的でも賛成」

という回答が も多かった（Ex-users：40.9%、Current-users：90.9%）（p<0.001)。 
【結論】過去 1 年以内に大麻の使用経験を有する Current-users の飲酒率（過去 1 年間）、飲酒率

（過去 30 日間）、ビンジ飲酒率（過去 30 日間）は、他の群に比べて高いという結果が得られた

が、統計学的に有意な差は検出できなかった。本研究のデータからは大麻使用者におけるアルコ

ール関連の問題性は見いだせなかった。国内の大麻使用者の多くが北米における大麻合法化（医

療目的、嗜好目的の両方）に賛同していた。大麻使用経験のない者であっても、大麻の医療目的

での利用については賛同していた。 

A. 研究目的 

 
近年、危険ドラッグの流行が沈静化する一方

で、大麻使用者の増加が報告されている。2019

年に実施された薬物使用に関する全国住民調

査によれば、大麻使用の生涯経験率は 1.8%（推

計値）であり、これは調査が開始された 1995 年

以降で も高い数字となった 1）。調査対象とな
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った 15～64 歳の人口に換算すると、生涯経験

者数は全国で約 160 万人に該当する。全国住民

調査を通じて得られる各種情報は、わが国の薬

物使用の動向を把握する上での基礎資料とし

て活用できるが、調査項目が飲酒・喫煙・医薬

品の使用状況も含め多岐に渡るため、大麻や危

険ドラッグに関して得られる情報は相対的に

少ない。 
本研究では薬物乱用の実態把握のための効

果的な調査手法として、一般住民に比べて薬物

使用率が高いことが報告されているレクリエ

ーショナル・セッティングに着目した。先行研

究においては、ナイトクラブの来場者を対象と

した調査により、MDMA に関する乱用実態を報

告した 2）。近年では音楽系の野外フェスティバ

ルの来場者を対象とした調査により危険ドラ

ッグの乱用実態を報告した 3）。 
本研究の目的は、野外フェスティバルの来場

者を対象とした調査を通じて、大麻使用者の特

徴を明らかにすることである。しかしながら、

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、今年度は

多くの野外フェスティバルが開催中止となり、

新たな情報を収集することができなかった。そ

こで、今年度は 2018 年度および 2019 年度に取

得したデータを再分析し、大麻使用実態に関す

る新たな知見を得ることを目的とした。 
第一の目的は、大麻使用とアルコール摂取と

の関係性を明らかにすることである。大麻は、

高頻度でアルコールと一緒に使われることが

ある 4）。米国の若年層を対象とした調査によれ

ば、19～30 歳の飲酒者のうち、約 20-30%が過

去 1 年以内に大麻との同時使用（simultaneous 
alcohol and marijuana use）を経験していることが

報告されている 5）。若年期に大麻とアルコール

を同時に使うことは、成年期において薬物依存

と診断されるリスクが上昇し、高校を退学する

リスクが上昇するなどのネガティブな結果に

つながることが報告されている 6-10）。そこで、

本研究では飲酒経験のみならず、アルコール急

性中毒や違法薬物使用との関連が指摘されて

いるビンジ飲酒（Binge drinking）11,12）や、飲酒

衝動が高まることが指摘されているエナジー

ドリンクとアルコールとのカクテル（alcohol 
mixed with energy drinks :AmED）13）についても

調査し、大麻使用との関係を調べる。 
第二の目的は、海外における大麻の合法化

（非犯罪化）が、レクリエーショナル・セッテ

ィングの対象者に与える影響を調べることで

ある。大麻は国際条約（麻薬に関する単一条約）

で規制されている薬物であるが、各国の規制状

況はまちまちである。医療用大麻としての利用

を認めている国もあれば、カナダのように嗜好

目的での使用を認めている国もある。わが国の

一般住民調査では、若年層を中心に、「大麻を使

うことは個人の自由である」のように大麻使用

を肯定する考えを持つ者が増加している 1）。一

方、大麻の単純所持により検挙された者を対象

とした調査によれば、「大麻が合法な国がある」

ことが大麻の危険性を軽視する理由で も多

いことが報告されている 14）。そこで本研究では、

北米における大麻合法化（医療目的、嗜好目的

の両面）に対する考えについて、大麻使用者と

非使用者を比較することを目的とした。 
 

B. 研究方法 
 
1. 対象者 
対象は、関東地方で開催された音楽関連の野

外イベント（野外フェスティバル）に参加した

16 歳以上の来場者 437 名である。調査は、2018
年 9 月および 2019 年 9 月の 2 回実施した。な

お、調査を実施したイベントの開催場所や内容

は異なる。 
 
2. 調査方法 
 調査は無記名の自記式調査によって行われ

た。まず、調査実施にあたり、イベント主催者

の了承を得た上で、イベント会場にブースを設

営した（プロジェクト名：One Love Online）。次

に、事前にトレーニングを受けたスタッフが来

場者に対して、薬物乱用・依存の予防啓発およ

び薬物依存症の理解を訴えながらチラシを配

布し、アンケートへの参加を呼びかけた。アン

ケート参加を希望する来場者は、チラシに書か
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れた QR コードを携帯電話・スマートフォンか

ら読み取り、アンケートサイトに誘導した（図

1）。携帯電話を持っていない場合や、QR コー

ドを読み取れない場合は、ブースに設置された

タブレット端末を使って回答を求めた。 
回答者へのインセンティブとして、調査終了

画面をイベント会場内の出展ブースで提示し

た回答者には、謝礼品（音楽 CD や野外イベン

トに関するグッズ）を手渡した。また、ダルク

などの民間支援団体に関するパンフレットや、

依存症の理解を促進するための啓発資材も併

せて配布した。 
本研究では、イベント会場内（あるいは店舗）

で調査実施の案内チラシを受け取った来場者

が、自由意思に基づき調査システムにアクセス

するという「応募法」を採用しており、「案内チ

ラシを受け取らない」、「チラシを受け取ったと

しても自ら調査システムにアクセスしない」と

いう形で拒否機会が担保されている。また、「ア

ンケートへの回答は任意であること」、「回答途

中でも回答をやめることができること」を調査

画面に明記することで、「拒否機会の担保」をよ

り確実にした。 
なお、研究実施にあたり、国立精神・神経医

療研究センター倫理委員会の承認を得た（承認

番号 A2015-025）。 
 

3. インターネット・セキュリティ 
本研究におけるオンライン調査のシステム

開発は、株式会社マイ．ビジネスサービス．（以

下、MBS）に委託した。MBS は、以下の手順で

インターネット上のセキュリティを確保した。

本研究で用いる web 上の調査システムは、

Hypertext Transfer Protocol（HTTP）を Secure 
Socket Layer（SSL）で保護することによって、

研究対象者が回答したデータを暗号化してサ

ーバーに送信し、情報漏洩防止策とした。サイ

トの構築、収集データの際には、File Transfer 
Protocol（FTP）での接続を許可し、主に SSL で

保護された FTP over SSL（FTPS）で暗号化して

サーバーに接続を行った。ただし、開発元でも

管理者 IDを発行して ID保持者のみがサーバー

へアクセス可能なように制限した。インターネ

ットとサーバーの間にサービス提供内のプロ

トコル以外で不正なパケットの転送がないよ

う Firewall で適切なブロックを行った。 
研究に用いるサーバーは、MBS が外部サーバ

ー会社と契約している OEM サーバーを使用し

た。このサーバーは、 Redundant Array of 
Inexpensive Disks （RAID）機能を有しており、

不測の事態によりサーバーのディスクが停止

した場合も代替ディスクによりシステムが正

常に稼動するように配慮した。なお、サーバー

が設置されている建物へのアクセスは厳重な

入室管理チェックによってセキュリティが保

たれていた。消火設備にはハロゲン消火装置が

設置され、その他にも、EIA 規格の 19 インチラ

ックの使用、電源系統の多重化、センター内の

バッテリー、非常用発電機設備、精密な空調管

理と耐震設備により安全な運用を行った。サー

バーの稼動状況を監視するため、専用の監視サ

ーバーを構築した。また、死活監視及びサービ

ス監視を行い、サーバー監視により機器異常を

検知した場合は、外部サーバー会社からMBSに

速やかに警告メールが送信される体制とした。 
同一対象者による重複回答を防止するため

に、Cookie 機能を用いて、ブラウザの Cookie 情
報にユニーク ID と各設問の回答状況を保持す

ることにより、同一端末の同一ブラウザによる

回答は、調査期間中１回のみ可能とした。また、

次のページへ遷移するたびにユニーク ID をア

ンケートシステム側がチェックすることによ

って、アンケートの 初のページへ１回もアク

セスしていない場合に、途中ページへ直接アク

セスすることを防止した。 
 
4. 調査項目 
1） 大麻使用 
大麻使用に関する情報は、生涯経験（一度も

使ったことがない、1 回使用、数回使用、数え

切れないくらい使用の 4 段階）、過去 1 年経験

（あり、なし）を尋ねた。2 つの変数を合成し、

計 437 名の対象者を大麻使用経験の無い Non-
users（n=382）、大麻使用経験はあるが、1 年以
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内の使用がない Ex-users （n=44）、過去 1 年

以内に大麻を使用したCurrent-users （n=11）
の 3 群に分類した。 
 
2） アルコール使用 
 アルコール使用に関する情報は、過去 1 年飲

酒経験（あり、なし）、過去 30 日間の飲酒頻度

（0 日、1～2 日、3～5 日、6～9 日、10～19 日、

20～29 日、毎日の 7 段階）、過去 30 日間のビ

ンジ飲酒の頻度（0 日、1～2 日、3～5 日、6～
9 日、10～19 日、20～29 日、毎日の 7 段階）、

エナジードリンクとアルコールを混ぜたカク

テル（以降、エナジーカクテルと表記）の生涯

使用経験（一度もない、1 回、数回、数え切れ

ないの 4 段階）を尋ねた。 
 なお、ビンジ飲酒については、米国の薬物乱

用・精神衛生管理庁（Substance Abuse and 
Mental Health Services Administration）によ

って、Binge drinking を「一回の飲酒機会（例

えば、2 時間くらいの飲み会で）に、多くのお

酒（男性の場合は 5 杯以上、女性の場合は、4 
杯以上）を飲むこと）と定義されており、この

定義を採用した。 
 
3） 大麻の合法化に対する考え 
大麻の合法化に対する考えについては、「ア

メリカの一部の州や、カナダでは、大麻の医療

目的での使用や、嗜好目的（レクリエーション）

での使用が合法化される動きがあります。これ

について、あなたはどう考えますか？」という

質問をした。回答は、「どのような目的でも反

対」、「医療目的は賛成だが、嗜好目的は反対」、

「医療目的は反対だが、嗜好目的は賛成」、「ど

のような目的でも賛成」、「いずれも当てはまら

ない」から 1 つを選択する形式をとった。 
 
4）その他 
その他、基本属性として、性別、年齢、関連

項目として、喫煙経験（過去 1 年、過去 30 日）、

エナジードリンク使用（過去 30 日）、CBD 製

品の使用経験について尋ねた。 
 

5. 統計解析 
 大麻の合法化に対する考えを除くカテゴリ

カル変数については、回答を「あり」「なし・不

明」の二値に再分類した。不明回答や無効回答

は「なし」に含めた。 
すべての変数について、大麻使用群（Non-

users、Ex-users、Current-users）とクロス集

計を行った。群間の有意差検定は、量的変数に

ついては t-検定を、カテゴリカル変数について

はフィッシャーの直接確率法を用いた。さらに、

各項目の調整済み残差を計算し、絶対値 1.96 を

基準に有意差を判定した。 
 

C. 研究結果 

 
1. 記述統計の結果 
対象者の基本属性について、平均年齢は、

Non-users（41.9 歳）、Ex-users（42.1 歳）、Current-
users（38.6 歳）であった。性別は、男性が占め

る割合が Non-users（43.5%）、Ex-users（84.1%）、

Current-users（63.6%）であった。 
 飲酒に関する結果は、過去 1 年間の飲酒率は

Non-users（81.4%）、Ex-users（61.4%）、Current-
users（100%）であった。過去 30 日間の飲酒率

は、Non-users（68.6%）、Ex-users（54.5%）、Current-
users（81.8%）であった。過去 30 日間のビンジ

飲酒率は、Non-users（42.7%）、Ex-users（38.6%）、

Current-users（72.7%）であった。 
 喫煙に関する結果は、過去 1 年間の喫煙率は

Non-users（20.9%）、Ex-users（56.8%）、Current-
users（90.9%）であった。過去 30 日間の喫煙率

は、Non-users（19.1%）、Ex-users（54.5%）、Current-
users（81.8%）であった。 
 エナジードリンクに関する結果は、過去 30 日

間のエナジードリンク使用率は、Non-users
（24.6%）、Ex-users（34.1%）、Current-users（18.2%）

であった。エナジーカクテルの使用率（生涯）

は、Non-users（5.5%）、Ex-users（20.5%）、Current-
users（18.2%）であった。 
 CBD 製品の使用率は、Non-users（2.4%）、Ex-
users（27.3%）、Current-users（36.4%）であった。

北米における大麻合法化に対する考えは、Non-
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users においては、「医療目的は賛成だが、嗜好

目的は反対」が 52.4%と も多かった。Ex-users
および Current-users は「どのような目的でも賛

成」という回答が も多かった（Ex-users：40.9%、

Current-users：90.9%）。 
 
2. 群間比較の結果 
 フィッシャーの直接確率法により、性別

（p<0.001）、過去 1 年間の飲酒率（p=0.003）、過

去 1 年間の喫煙率（p<0.001）、過去 30 日間の喫

煙率（p<0.001）、エナジーカクテルの使用率

（p=0.001）、CBD 製品の使用率（p<0.001）、北

米おける大麻合法化に対する考え（p<0.001）の

7 項目について有意差が認められた。一方、過

去 30 日間の飲酒率（p=0.102）、過去 30 日間の

ビンジ飲酒率（p=0.113）、過去 30 日間のエナジ

ードリンク使用率（p=0.350）については群間に

有意差は認められなかった。 
次に、残差分析による群間比較を行ったとこ

ろ、男性の比率は、Non-users が有意に低く、Ex-
users が有意に高かった。過去 1 年間の飲酒率

は、Non-users が有意に高く、Ex-users が有意に

低かった。 
喫煙率は、過去 1 年間および過去 30 日間の

いずれも、Non-users が有意に低く、Ex-users お
よび Current-users が有意に高かった。 
エナジーカクテルの使用率は、Non-users が有

意に低く、Ex-users が有意に高かった。 
CBD 製品の使用率は、Non-users が有意に低

く、Ex-users および Current-users が有意に高か

った。北米における大麻合法化に対する考えは、

Non-users は「どのような目的でも反対」「医療

目的は賛成だが、嗜好目的は反対」が有意に多

く、Ex-users は「医療目的は反対だが、嗜好目

的は賛成」「どのような目的でも賛成」が有意に

多く、Current-users は「どのような目的でも賛

成」が有意に多かった。 
 

D. 考察 
 
本研究では、レクリエーショナル・セッティ

ングの一つとして音楽関連の野外イベント（野

外フェスティバル）の来場者を対象とした実態

調査を通じて、大麻使用者の特徴を明らかにす

ることを目的とした。 
第一の目的であった大麻使用とアルコール

摂取との関係性については、飲酒率（過去 1 年

間）、飲酒率（過去 30 日間）、ビンジ飲酒率（過

去 30 日間）のいずれも、3 群の中で Current-users
の経験率が も高いという結果が得られたが、

統計学的に有意な差は検出できなかった。した

がって、本研究のデータからは、大麻使用者は

非使用者に比べて、飲酒頻度が高かったり、ビ

ンジ飲酒などリスクの高いアルコール摂取を

したりといったアルコール関連の問題性は見

いだせなかった。群間の有意差を検出できなか

った背景として、Current-users のサンプルサイ

ズが小さいことが影響していると考えられる。

今後の研究としては、Current-users の対象者数

をさらに増やした上で改めて分析を行うなど

の検討を要する。 
エナジーカクテルの摂取については、Current-

users、Ex-users の両群が Non-users に比べ高いと

いう結果が得られている。ただし、エナジーカ

クテルの摂取については生涯経験を尋ねてお

り、必ずしも直近の経験を反映しておらず、横

断的に得られたデータで、大麻使用との関係性

を説明することは難しい。 
先行研究において、ビンジ飲酒は、危険運転

に関連することが報告されている 15）。また、大

麻とアルコールとの併用は、運転への影響を悪

化させることが指摘されている 16）。さらには、

米国アリゾナ州の受傷者を対象とした調査に

よれば、16～20 歳の若年受傷者の約 4 人に 1 人

が、アルコール、THC、あるいはその両者の物

質に陽性反応がみられたことが報告 17）されて

いる。このように大麻使用とアルコール摂取と

の間には関連性があり、今後も国内データを使

って、両者の関係性を調べていくことが必要で

ある。 
 第二の目的であった海外における大麻の合

法化（非犯罪化）が、レクリエーショナル・セ

ッティングの対象者に与える影響であるが、大

麻使用経験のある Ex-users および Current-users
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は、医療目的であっても、嗜好目的であっても

大麻を合法化しているカナダやアメリカの動

きに賛同する割合が Non-users よりも有意に高

いという結果が得られた。これは自らの大麻の

使用経験を報告している対象者としては当然

の結果といえる。一方、大麻の使用経験のない

Non-users においては、「医療目的は賛成だが、

嗜好目的は反対」という回答が も多いという

結果が得られた。近年、海外では大麻由来の医

薬品として、Sativex®、Epidiolex®といった医薬

品が承認されている。本研究の結果は、大麻使

用経験のない者であっても、大麻を医薬品とし

て活用していくことに対しては半数以上が賛

成していることを意味する。もちろん、本研究

はレクリエーショナル・セッティングにおける

一部の来場者のみを対象とした調査であり、対

象者に代表性はない。今後は、一般住民調査な

ど代表性のある集団において同様の調査をし

ていくことが必要と考えられる。 
 

E. 結論 

 

本研究では、大麻使用者の特徴を明らかにす

ることを目的として、レクリエーショナル・セ

ッティングの一つとして音楽関連の野外イベ

ント（野外フェスティバル）の来場者を対象と

した実態調査を実施し、次の知見を得た。 
1）過去 1 年以内に大麻の使用経験を有する

Current-users の飲酒率（過去 1 年間）、飲酒率（過

去 30 日間）、ビンジ飲酒率（過去 30 日間）は、

他の群に比べて高いという結果が得られたが、

統計学的に有意な差は検出できなかった。本研

究のデータからは大麻使用者におけるアルコ

ール関連の問題性は見いだせなかった。 
2） 国内の大麻使用者の多くが北米における大

麻合法化（医療目的、嗜好目的の両方）に賛同

していた。大麻使用経験のない者であっても、

大麻の医療目的での利用については賛同して

いた。 
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